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市
で
は
、
今
後
の
地
域
福
祉
を
進

め
て
い
く
た
め
に
市
民
、
事
業
者
、

行
政
等
が
協
働
で
取
り
組
む
内
容
を

明
ら
か
に
し
た
地
域
福
祉
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
策
定
し
た
地
域
福
祉
計
画
の
報

告
を
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
平
成
20
年
度
か
ら
の
実
践
に
向

け
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

地
域
福
祉
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
地
域
福
祉
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
３
月
15
日
（
土
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
　
開
場
　
午
後
１
時

■
場
所
　
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
内
容

　
基
調
講
演

　（
午
後
１
時
40
分
～
２
時
20
分
）

　「
安
曇
野
市
地
域
福
祉
計
画
に

　

期
待
す
る
こ
と
（
仮
）」

講
師
　
村
岡
　
裕（

長
野
大
学
講
師
）

　
地
域
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　（
午
後
２
時
30
分
～
４
時
）

「
地
域
福
祉
を
知
ろ
う
　
参
加
し

　
よ
う
（
仮
）」

　
計
画
策
定
に
か
か
わ
っ
た
策
定

委
員
や
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
の
皆

さ
ん
に
、
策
定
に
か
か
わ
っ
た
思

い
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
進

め
方
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
そ
の
他
　
入
場
は
無
料
で
、
事
前

の
申
し
込
み
な
ど
は
、
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
・
一
時
保
育
が
あ
り
ま
す
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
（
TEL�
81
・
０
７
１
６ 

FAX 

81
・
０
７
０
３
）

安
曇
野
市
地
域
福
祉
計
画
が
で
き
ま
し
た

地
域
福
祉
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

さまざまな発行物が 3 月に配布されます
 新年度に向けて、市が発行するさまざまな発行物を新聞折込・直接投函・回覧板などの

方法で各家庭へ配布します。

配布物 配布日 担当課

  ごみカレンダー
3月19日（水）ころ

環境課　　（TEL82・3131  FAX82・6622）

  総合計画（概要版） 企画政策課（TEL71・2000  FAX72・1223）

  環境基本計画（ダイジェスト版）
3月26日（水）ころ

環境課　　（TEL82・3131  FAX82・6622）

  ハザードマップ 危機管理室（TEL72・6769  FAX72・6739）

※地域によっては、配布日から若干遅れて届く場合があります。



市
教
育
委
員
会
は
、
児
童
・
生
徒

に
安
心
・
安
全
な
給
食
を
提
供
す
る

た
め
の
理
念
（
目
標
）
を
こ
の
ほ
ど

制
定
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
４
つ
あ
る
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
安
曇
野
産
の
米

や
地
元
食
材
を
使
い
、
安
心
で
安
全

な
給
食
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
合
併
以
後
、
給
食

費
や
給
食
日
数
の
統
一
を
図
り
ま
し

た
が
、
市
と
し
て
共
通
の
運
営
方
針

や
目
標
な
ど
は
具
体
的
に
定
め
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
昨
年
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
委
員
か
ら

「
給
食
に
つ
い
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

定
め
た
方
が
良
い
」
と
の
意
見
を
受

け
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
学
校
給

食
理
念
（
下
記
参
照
）
に
つ
い
て
の

検
討
を
進
め
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
「
安
心
・
安
全
で
美

味
し
い
給
食
づ
く
り
」「
食
育
の
推

進
」「
地
産
地
消
の
推
進
」「
手
作
り

給
食
」「
季
節
感
や
地
域
の
伝
統
食

の
提
供
」「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
給
食
の
提
供
」
の
６
つ
の
目
標
を

挙
げ
、米
は
安
曇
野
産
を
使
用
す
る
、

給
食
に
旬
の
食
材
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な

項
目
も
明
記
し
ま
し
た
。

　

将
来
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
・

洗
浄
業
務
を
民
間
委
託
す
る
計
画
が

あ
り
、
委
託
条
件
と
し
て
こ
の
理
念

を
提
示
し
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
給
食
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
理
念
を
事
務
室
や
調
理

室
等
に
掲
示
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
職

員
全
員
の
意
識
の
徹
底
を
図
り
、
安

心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
に
取
り
組

み
ま
す
。

問
明
科
総
合
支
所
内

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
TEL 

62
・
３
０
０
１ 

FAX 

62
・
５
７
２
１
）

中
部
給
食
セ
ン
タ
ー

（
TEL 

72
・
２
６
７
４ 

FAX�

72
・
１
４
６
６
）

穂
高
給
食
セ
ン
タ
ー

（
TEL 

FAX 

82
・
２
６
５
７
）

南
部
給
食
セ
ン
タ
ー

（
TEL 

FAX 

77
・
５
８
２
０
）

堀
金
給
食
セ
ン
タ
ー

　（
TEL 

72
・
２
３
２
８ 

FAX 

72
・
２
５
３
８
）
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さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
に
向
け
て

市
内
４
給
食
セ
ン
タ
ー
学
校
給
食
共
通
の
理
念
（
目
標
）
を
制
定

安曇野市学校給食理念（目標）

１、安心・安全で美味しい給食づくり
近代的な施設で、衛生管理の徹底を図る。

２、食育の推進
給食の使用材料や献立を通して、児童・生徒や保護者に食の大切さ、食文化、

栄養バランスといった『食育』を積極的に推進する。

３、地産地消の推進
地元食材（県内産）の使用率の向上。

米は安曇野産を使用する。

４、手作り給食の実施
素材から手作り給食を心掛け、だしは自然素材の煮干、削り節等を使用する。

５、季節感がある地域の伝統食の提供
給食に旬の食材を積極的に取り入れる。

地域の伝統や季節の行事にちなんだ給食を提供する。

６、栄養バランスの取れた給食の提供
家庭では調理されにくい食材もできるだけ多く使用する。

塩分や脂肪の取りすぎに注意し、食物繊維の摂取に心がける。

防災講演会

交通安全・防犯

これからの地域防災とは何かを学ぶ

安全・安心な安曇野市を目指して

村井知事と語り合う車座集会 in 安曇野市が開催されました

県知事と語り合う車座集会「あなたの声を

県政に」が２月１６日、豊科ふれあいホールで

開催され、本年度の車座集会の中で最多とな

る２１０人が市内外から集まりました。

　集会では、村井知事に対し、松本糸魚川高

規格道路、森林づくり県民税の仕組み、大規

模農道の４車線化、松本空港の全天候対応化

など、さまざまな意見が出されました。

　市内の交通安全対策を官民が一体となって、効果

的に推進し、取り組むための安曇野市交通安全推進

協議会の初会合が２月２０日、堀金総合支所で開かれ

ました。

　同協議会は、市内の教育・福祉団体、安曇野交通

安全協会、企業、安曇野警察署などの団体で構成さ

れています。この日は、委員に委嘱状の交付が行わ

れたほか、飲酒運転の根絶、高齢者の交通事故防止、

チャイルドシート着用の徹底に重点をおく活動の基

本方針や今後の市の交通安全政策の方向性を決定す

る計画策定などを進めることを確認しました。また、

会長には、安曇野交通安全協会長の小林冨男さんを

選出しました。小林会長は「各団体が単独で活動し

てきたが、今後は一丸となって交通安全運動に取り

組みたい」とあいさつしました

交通安全推進協議会スローガン

　「マナーアップ安曇野」をめざして

　ストップ・ザ・交通事故　

　高めようモラル　守ろうルール

情報ボックス
Information Box　  

本庁舎（☎71・2000　FAX71・5000）　豊科総合支所（☎72・3111　FAX72・8340）　穂高総合支所（☎82・3131　FAX82・6622）　三郷総合支所（☎77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（☎72・3106　FAX72・4900）　明科総合支所（☎62・3001　FAX62・4747）　穂高健康支援センター（☎81・1622　FAX81・0703）

　市民と地域の防災意識の向上を図るため安曇野市防災
講演会が２月９日、堀金総合体育館で開かれました。
　「大災害と地域防災」と題した講演には、市民など約
２００人が、国内外の災害に対する支援活動を行っている
岐阜県災害コミュニケーターの川上哲也さんの話に熱心
に耳を傾けました。
　川上さんは、「命の危険が迫っているときは、ものでは
なく命にこだわってほしい。災害が起こったときに何が
できるのか、普段から考えてほしい。誰にでもできるこ
とは必ずあります」と呼び掛けました。
　このほか会場では、地震体験車、防災用品などの展示
も行われました。



対
象
者

　
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
の
間
に

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
て
い
る
人
で
、
次
に
該
当
す

る
人

◆
給
与
所
得
者

（
年
末
調
整
済
み
の
人
）

　
平
成
19
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
の
源
泉
徴
収
税
額
が
０
円
で
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
が

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
額
よ
り

多
い
場
合
（
図
１
）

◆
確
定
申
告
を
す
る
人

　
平
成
19
年
分
確
定
申
告
に
お
い

て
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
た
結
果
、
納
め
る
所
得
税
が
な
く

な
り
（
差
引
所
得
税
額
が
０
円
）、

さ
ら
に
引
き
き
れ
な
い
控
除
額
が
あ

る
場
合

控
除
の
申
告
方
法

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
申
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
申
告
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
サ
イ
ト
内
検
索「
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
」）
も
し
く
は
各
総

合
支
所
税
務
会
計
係
窓
口
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
例
を
参
考

に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
し
な
い
場
合
は
、
源
泉

徴
収
票
と
一
緒
に
各
総
合
支
所
税
務

会
計
係
に
提
出
す
る
か
、
市
民
税
課

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
す
る
場
合
は
、
確
定
申

告
書
と
一
緒
に
税
務
署
ま
た
は
申
告

相
談
会
場
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
相
談
の
日
程
な
ど
は
、「
広

報
あ
づ
み
の
１
月
号
」（
１
月
23

日
発
行
）
の
10
㌻
～
13
㌻
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は
３
月
17
日
（
月
）

　
現
在
、
平
成
20
年
度
分
の
申
告
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
告
の

期
限
は
、
３
月
17
日
（
月
）
に
迫
っ

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
控
除
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

毎
年
申
告
が
必
要
で
す

　
平
成
20
年
度
以
降
、
市
県
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
毎
年
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

広報あづみの　お知らせ版
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市
で
は
、
平
日
に
仕
事
な
ど
の
都

合
で
、
市
役
所
（
総
合
支
所
）・
金

融
機
関
な
ど
で
、
市
税
や
各
種
料
金

な
ど
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
皆

さ
ん
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
毎
月
第

１
日
曜
日
に
収
納
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
休
日
窓
口

（
前
期
分
）は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。

日
程
を
ご
確
認
の
上
、
市
税
・
使
用

料
な
ど
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
税
の
納
付
に
関
す
る
こ
と

　
豊
科
総
合
支
所
内
収
納
課

　（
TEL 

72
・
３
１
１
１ 

FAX 

72
・
８
３
４
０
）

▼
水
道
料
・
下
水
道
使
用
料
・
受
益

者
負
担
金
に
関
す
る
こ
と

　
豊
科
総
合
支
所
内
上
下
水
道
部

　
業
務
課
料
金
担
当

　（
TEL 

72
・
３
１
１
１ 

FAX 

72
・
８
３
４
０
）

▼
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と

　
穂
高
総
合
支
所
内

　
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　（
TEL 

82
・
３
１
３
１ 

FAX 

82
・
６
６
２
２
）

▼
介
護
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

　（
TEL 

81
・
１
６
３
６ 

�FAX 

81
・
０
７
０
３
）
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  市民税課から
     TAX  Information 

市県民税の住宅ローン控除の申告を忘れずに
　平成１９年分以降の所得税が減少し、住宅借入金等特別控除の額が控除しきれない

場合に、市県民税の住宅借入金等特別税額申告書を提出することにより、平成２０年

度以降の市県民税から減額措置を受けることができます。

　平成２０年度分の申告期限は３月１７日（月）です。   忘れずに申告をしましょう。

住宅ローン控除を受けている皆さんへ

源泉徴収票に注目！
「住宅借入金等特別控除可能額」が「住宅借入金等控除

の額」よりも大きい場合（A ＞ B）

　問い合わせ
　〒399-8205　安曇野市豊科 4340
　　�豊科総合支所内市民税課
     　（TEL72・3111 FAX72・8340）

図1：給与所得の源泉徴収票

130,000
70 000

0

A

B

この額が「０円」

毎
月
第
１
日
曜
日
に

市
税
・
料
金
な
ど
を
納
付
で
き
ま
す

３月の納期

●市県民税……………………………………（３月随時）

●介護保険料……………………………………（３月分）

＝納期限は３月３１日（月）＝
●国民健康保険税………………………………（第９期）

●水道料金………………………（豊科・堀金・明科地域）

●下水道使用料…………………………（穂高・三郷地域）

＝納期限は３月２５日（火）＝
※休日納付窓口は、４月６日（日）です。

平成20年度休日窓口（前期分）

休 日 窓 口

開 　 設 　 日
4月6日（日） 5月4日（日） 6月1日（日） 7月6日（日） 8月3日（日） 9月7日（日）

時　　　　間 午前9時～午後4時

場　　　　所 各総合支所

取り扱う　　

市税・料金など

　市県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・介護保険料・水道料金・

　下水道使用料・下水道受益者負担金（分担金）など

※住民票・納税証明書など各種証明書の発行事務は行いません。

便利で納め忘れのない口座振替・自動払込をおすすめしています
【口座振替できる金融機関】

八十二銀行・長野銀行・みずほ銀行・りそな銀行・あづみ農業協同組合・松本ハイランド
農業協同組合・長野県信用組合・松本信用金庫・長野県労働金庫・ゆうちょ銀行
※みずほ銀行・りそな銀行をご利用になる場合は豊科総合支所内収納課までお問い合わせ

ください。
【口座振替の申込方法】
納税（納入）通知書・預貯金通帳・通帳届出印を持参の上、上記金融機関等または各総合
支所地域支援課税務会計係にある「安曇野市市税等口座振替依頼書（自動払込利用申込書）」
を記入して、提出してください。振り替えを希望する納期限の 1 カ月前までにお申し込み
ください。

  収納課から
     TAX  Information 

情報ボックス
Information Box　  

本庁舎（☎71・2000　FAX71・5000）　豊科総合支所（☎72・3111　FAX72・8340）　穂高総合支所（☎82・3131　FAX82・6622）　三郷総合支所（☎77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（☎72・3106　FAX72・4900）　明科総合支所（☎62・3001　FAX62・4747）　穂高健康支援センター（☎81・1622　FAX81・0703）



　
り
ん
ご
の
木
の
オ
ー
ナ
ー

　
安
曇
野
市
観
光
協
会
で
は
、
安
曇

野
三
郷
産
り
ん
ご
「
サ
ン
ふ
じ
」
の

木
の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容
　
オ
ー
ナ
ー
自
身
が
木
を
選

び
、
秋
の
収
穫
に
は
、
自
分
の
木

か
ら
も
ぎ
取
り
体
験
が
で
き
ま
す
。

日
常
の
管
理
は
、
契
約
園
主
が
行

い
ま
す
。

■
料
金
　
１
本
２
０
，０
０
０
円

　（
最
低
１
５
０
個
を
保
証
）

■
申
込
方
法
　
安
曇
野
市
観
光
協
会

へ
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
後
日
、
申
込
入
金
票

と
契
約
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
応
募
期
限
　
４
月
30
日
（
水
）

※
予
定
本
数
に
な
り
次
第
、
締
め
切

　
り
ま
す
。

問
穂
高
総
合
支
所
内

　
安
曇
野
市
観
光
協
会

　（
TEL 

82
・
３
１
３
３ 

FAX 

82
・
６
６
２
２
）

　
ま
た
は
三
郷
総
合
支
所
内

　
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

　（
TEL 

77
・
３
１
１
１ 

FAX 

77
・
６
０
６
０
）

　三
郷
地
域 

市
民
農
園
利
用
者

家
庭
野
菜
の
栽
培
を
通
し
て
農
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
三
郷
地
域
に
あ
る
市
民
農

園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
資
格
　

・
安
曇
野
市
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

・
複
数
区
画
を
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
同
一
世
帯
で
は
、
代
表

１
人
に
限
り
ま
す
。

■
農
園
の
場
所
・
区
画
数

○
小
原
農
園
（
下
長
尾
）
45
区
画

○
中
萱
農
園
　
　
　
　
44
区
画

○
一
日
市
場
農
園
　
　
19
区
画

※
区
画
数
は
増
減
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
農
具
は
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
農
園
面
積
　

１
区
画
約
33
平
方
㍍
（
約
10
坪
）

■
利
用
期
間

４
月
12
日（
土
）～
11
月
30
日（
日
）

■
利
用
料
　
１
区
画
年
額
１
、０
０
０
円

■
申
込
期
限
　
３
月
19
日
（
水
）

■
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

の
上
、
抽
選
会
に
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

■
抽
選
会

○
小
原
農
園
　

４
月
10
日
（
木
）
午
後
７
時
～

　
○
中
萱
・
一
日
市
場
農
園
　

４
月
11
日
（
金
）
午
後
７
時
～

　
場
所
　
三
郷
総
合
支
所
３
階
講
堂

問
三
郷
総
合
支
所
産
業
建
設
課

産
業
振
興
係

　（
TEL 

77
・
３
１
１
１ 

FAX 

77
・
６
０
６
０
）

　精
神
障
害
者
家
族
教
室

　
松
本
圏
域
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
る
ぷ
・
長
野
県
障
害
者
自
立

支
援
課
は
、
心
の
病
気
や
そ
の
対
応

方
法
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
、

考
え
る
精
神
障
害
者
家
族
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
　
松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
４
階
中
会
議
室

（
松
本
市
双
葉
）

■
内
容
　
精
神
障
害
の
理
解
と
家
族

の
か
か
わ
り
方
・
社
会
資
源
や
制

度
に
つ
い
て
・
家
族
会
の
活
動
に

つ
い
て
・
個
別
相
談

■
対
象
　
発
病
後
、
間
も
な
い
精
神

障
害
者
の
人
を
抱
え
て
い
る
家
族

■
定
員
　
20
～
30
人
程
度
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
３
月
15
日
（
土
）
ま

で
に
松
本
圏
域
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
あ
る
ぷ
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
松
本
圏
域
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
る
ぷ

　（
TEL 

73
・
４
６
６
４ 

FAX 

73
・
２
２
６
５
）
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第
４
回

　
司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律
無
料
相
談

　
司
法
書
士
に
よ
る
「
登
記
・
法
律

無
料
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売

買
な
ど
の
不
動
産
の
権
利
の
登
記
や

会
社
・
法
人
な
ど
の
設
立
・
変
更
・

解
散
な
ど
の
登
記
。
ま
た
裁
判
所
へ

の
提
出
書
類
の
作
成
な
ど
関
連
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
21
日
（
金
）

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

午
後
１
時
～
４
時
ま
で

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
２
階
小
会
議
室

問
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部
監

理
課

　（
TEL 

72
・
３
１
１
１ 

FAX 

72
・
８
３
４
０
）

　
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
保
険
金
請
求
に
関
す
る
無
料
相
談
所

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
て
お
困
り
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
、
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
（
自
賠
責
保
険
）
な
ら

び
に
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ

い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

※
来
訪
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
事
前
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
弁
護
士
に
よ
る

相
談
日
も
設
け
て
い
ま
す
（
無
料
・

要
予
約
）

問
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

長
野
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

長
野
市
南
千
歳
１
‐
15
‐
３

Ｔ
Ｓ
ビ
ル
３
階

　（
TEL
０
２
６
・
２
２
６
・
３
５
８
２
）

◇
訂
正
と
お
詫
び
◇

　
広
報
あ
づ
み
の（
２
月
20
日
発
行
）

■
14
ペ
ー
ジ
「
５
地
域
公
民
館
長

の
公
募
」
の
応
募
資
格
に
間
違

い
が
あ
り
ま
し
た
。

【
誤
】
市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

以
上
の
人
。
た
だ
し
、
上
記

委
員
の
公
募
の
①
②
③
の
人

を
除
き
ま
す
。

【
正
】
市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

以
上
の
人
。
た
だ
し
、
上
記

委
員
の
公
募
の
①
②
の
人
を

除
き
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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募

集

保育園に勤務する長時間保育士
　市では、保育園の午後の長時間保育を担当する保育士を募集します。
■応募資格　保育士資格のある６０歳くらいまでの人
■募集人員　若干名　
■勤 務 日　週５日
■勤務時間　午後１時３０分～午後６時３０分（５時間）

※園によっては午後２時～午後７時
■賃　　金　時給９３０円
■勤務場所　市立の保育園
■応募方法　穂高健康支援センター内児童保育課窓口にある応募申込書に
　　　　　　必要事項を記入の上、児童保育課へ提出してください。
問穂高健康支援センター内児童保育課保育係（TEL81・0728 FAX81・0703）

相

談

 
県国際課からお知らせ

　長野県国際課では、「地域共生コミュニケー
ター」と「コミュニケーション・アシスタント」
を随時募集しています。

■応募要件
①県内に在住、在勤または在学している人（国

籍は不問）
②日常生活に支障がない程度に外国語を話す能

力のある人
③日本語を母国語としない人は、日本語の日常

会話とひらがなとカタカナの読み書きができ
る人

④地方事務所や児童相談所等の開庁日の午前８
時３０分～午後５時１５分までの間で、１回につ
き２時間以内活動できる人

※④はコミュニケーション・アシスタントのみ要件

【地域共生コミュニケーター】
　内容　行政と外国籍県民の皆さんのパイプ役
　　　　として情報交換を行う
　委嘱期間　２年間
　　　　　  　 （４月１日～平成２２年３月３１日）
　報酬等　無報酬
　　　　　（会議の出席のための交通費は支給）

【コミュニケーション・アシスタント】
　内容　日本語を十分に話せない外国籍県民の

皆さんが県の相談機関で円滑にサービスを
受けることができるよう通訳をする

　募集言語
　タガログ語・タイ語・インドネシア語
　スペイン語・ポルトガル語・中国語など

　通訳料　１時間１，０００円
　　　　　（このほかに交通費は支給）

（共通事項）
■応募用紙　下記のＵＲＬからダウンロードす

るか市役所総務課庶務係までお越しくださ
い。
< ＵＲＬ >
http://www.pref.nagano.jp/kikaku/kokusait/
c-room/cotop.htm

■応募先
〒 380-8570

長野市大字南長野字幅下 692-2
長野県庁企画局国際課

問長野県庁国際課（TEL026・235・7165）
　または安曇野市役所総務課庶務係

（TEL71・2000 FAX71・5000）

情報ボックス
Information Box　  

本庁舎（☎71・2000　FAX71・5000）　豊科総合支所（☎72・3111　FAX72・8340）　穂高総合支所（☎82・3131　FAX82・6622）　三郷総合支所（☎77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（☎72・3106　FAX72・4900）　明科総合支所（☎62・3001　FAX62・4747）　穂高健康支援センター（☎81・1622　FAX81・0703）



　　
フ
ォ
ー
ラ
ム 

心
の
扉
を
開
く

　
長
野
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合

会
と
安
曇
野
市
精
神
障
害
者
家
族
会

「
あ
づ
み
会
」
は
、『
フ
ォ
ー
ラ
ム
心

の
扉
を
開
く
』
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
会
と
相
談
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
で
す
。

■
日
時
　
３
月
16
日
（
日
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
講
演
　「
統
合
失
調
症
に
つ
い
て
」

―
病
気
・
治
療
・
家
族
・
社
会
―

■
講
師
　
関 

健
　
先
生

（
城
西
医
療
財
団
城
西
病
院
理
事
長
）

■
相
談
会
　
講
演
後
、
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て

は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。
ま
た
、

事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
の
で
、

県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

（
TEL
０
２
６
・
２
２
５
・
６
４
０
０

FAX
０
２
６
・
２
２
５
・
６
４
２
２
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　（
TEL 

81
・
０
７
２
４ 

FAX 

81
・
０
７
０
３
）

　
豊
科
図
書
館

　
読
書
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

豊
科
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る
各

読
書
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
会
も
毎
回
２
時
間
ほ
ど
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
東
洋
古
典
読
書
会
（
年
間
18
回
）

更
級
日
記
の
原
文
を
中
心
に
読
み

合
わ
せ
を
し
な
が
ら
内
容
を
解
釈
し

深
め
て
い
く
会
で
す
。（
歴
史
探
訪
の

旅
を
年
に
１
回
開
催
）

・
年
会
費
　
１
、５
０
０
円

・
火
曜
日
　
午
前
10
時
～

■
西
洋
古
典
読
書
会

毎
回
講
師
を
招
き
、
西
洋
文
化
の

原
点
で
あ
る
聖
書
を
教
養
書
と
し
て

輪
読
す
る
会
で
す
。

・
年
会
費
　
６
，
０
０
０
円

・
毎
月
第
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～

■
宮
沢
賢
治
読
書
会

美
し
い
童
話
や
詩
・
絵
な
ど
が
今

で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
作
者
の
人
間

と
し
て
の
生
き
方
を
学
ぶ
会
で
す
。

・
毎
月
第
１
木
曜
日
　

午
前
10
時
～

■
児
童
文
学
を
読
む
会

１
冊
の
本
の
中
か
ら
自
分
と
は
異

な
っ
た
解
釈
、
感
想
を
聞
き
新
し
い

自
分
を
見
つ
け
る
会
で
す
。

・
毎
月
第
３
水
曜
日

午
前
10
時
～

問
豊
科
図
書
館

　（
TEL 

72
・
２
１
５
８ 

FAX 

73
・
６
４
０
１
）

　
豊
科
近
代
美
術
館 

友
の
会
絵
画
部

　
第
９
回
作
品
展
開
催

　
豊
科
近
代
美
術
館
で
は
、
美
術
館

友
の
会
絵
画
教
室
で
学
ん
だ
会
員
に

よ
る
デ
ッ
サ
ン
、
水
彩
画
、
油
彩
画

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

会
員
の
一
年
間
の
活
動
の
成
果
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期
　

３
月
15
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）

■
場
所
　
豊
科
近
代
美
術
館
２
階
展
示
室

■
入
場
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
常
設

展
は
有
料
）

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日
　

　
３
月
17
日（
月
）・
21
日（
金
）・
24
日（
月
）

問
豊
科
近
代
美
術
館

　（
TEL 

73
・
５
６
３
８ 

FAX 

73
・
６
３
２
０
）
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催

し

教

室

　臼井吉見文学館友の会では、小説「安曇野」の生原稿を最初に読んだ中央公論社の編集者だった利
根川裕さんを講師に迎えて当時の様子などのお話しを聞く講演会を開催します。入場無料です。
■日時　３月 23 日（日）　午後２時～
■場所　堀金体育館サブアリーナ
■演題　『安曇野』が生まれる頃の臼井吉見先生

■講師　利
と ね が わ

根川 裕
ゆたか

さん（元中央公論社編集者。昭和２年生。新潟県糸魚川出身。
著書「宴」「十一世市川団十郎」「それぞれの方舟」ほか多数）

問臼井吉見文学館（TEL72・5796 FAX72・5801）

check

 臼井吉見文学館友の会講演会

小説『安曇野』が生まれる頃の臼井吉見先生B O X

情報ボックス
Information Box　  

本庁舎（☎71・2000　FAX71・5000）　豊科総合支所（☎72・3111　FAX72・8340）　穂高総合支所（☎82・3131　FAX82・6622）　三郷総合支所（☎77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（☎72・3106　FAX72・4900）　明科総合支所（☎62・3001　FAX62・4747）　穂高健康支援センター（☎81・1622　FAX81・0703）

　
親
と
子
の
遊
び
と
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」

三
郷
公
民
館
で
は
、
平
成
20
年
度

の
親
と
子
の
遊
び
と
ふ
れ
あ
い
広
場

「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
出
会
い
を
通

し
て
、親
と
子
が
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

仲
間
と
交
流
す
る
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

毎
回
の
活
動
は
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
班
ご
と
話
し
合

い
ま
す
。
班
活
動
の
他
に
全
体
活
動

や
行
事
（
夏
祭
り
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
開
講
時
期
　

４
月
～
平
成
21
年
３
月
末

■
対
象
　
保
育
園
入
園
前
の
幼
児（
満

１
歳
以
上
）
と
そ
の
保
護
者

■
活
動
時
間
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
こ
ろ

■
入
会
金
等
　
子
ど
も
１
人
に
つ
き

１
、７
０
０
円
（
予
定
）

バ
ッ
チ
代
　
２
０
０
円
（
親
子
）

■
内
容
　
10
～
15
組
の
親
子
で
班
を

作
り
、週
１
回（
水
・
木
・
金
曜
日
の

い
ず
れ
か
）
の
班
活
動
を
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
三
郷
公
民
館
窓
口

に
用
意
し
て
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
４
月
４
日

（
金
）
ま
で
に
三
郷
公
民
館
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
講
式

・
日
時
　
４
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～

　（
受
付
は
、
午
前
９
時
30
分
～
）

・
場
所
　
三
郷
公
民
館
　
講
堂

▼
事
前
説
明
会
　
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
、
詳
し
く
知
り
た
い
皆

さ
ん
を
対
象
に
事
前
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

・
日
時
　
３
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～

・
場
所
　
三
郷
公
民
館
２
階

　
　
　
　
第
２
・
３
会
議
室
（
和
室
）

問
三
郷
公
民
館

　（
TEL 

77
・
２
１
０
９ 

FAX 

76
・
３
０
７
７
）

　
安
曇
野
市
明
科

　
子
ど
も
駅
伝
大
会

明
科
教
育
課
で
は
、
子
ど
も
駅
伝

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
が
１
組

と
な
っ
て
１
人
約
１
㌔
を
走
り
、
襷

た
す
き

を
リ
レ
ー
し
ま
す
。
走
る
の
が
苦
手

な
子
も
得
意
な
子
も
個
人
で
も
団
体

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
子
ど
も

た
ち
の
冬
場
の
体
力
づ
く
り
に
、
ま

た
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
大
勢

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
チ
ー
ム
は
当
日

編
成
と
な
り
ま
す
。
大
会
終
了
後
、

と
ん
汁
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
22
日(

土)

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
集
合

　
　
　
　
午
前
11
時
こ
ろ
ス
タ
ー
ト

■
場
所
　
明
科
水
辺
の
楽
校

■
対
象
　
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生

■
持
ち
物
　
水
筒
・
着
替
な
ど

■
申
込
期
限
　
３
月
14
日(

金)

■
申
込
方
法
　
参
加
を
希
望
す
る
場

合
は
、
明
科
教
育
課
ま
で
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
明
科
公
民
館
内
明
科
教
育
課

　(

TEL 

62
・
４
６
０
５ 

FAX 

62
・
５
８
９
４)
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昨年のひまわりクラブバザーの様子

ご存じですか？　明科水辺の楽校

明科地域にある 3 川（犀川・穂高川・

高瀬川）合流する犀川河川敷の一帯を整

備した親水公園。豊かな水辺の環境を生

かして湧き水を利用した水路や築山、遊

水池などがある。

遊水池にはハクチョウが飛来するほ

か、マレットゴルフ場や休憩などで利用

できる自然体験交流センター「せせら

ぎ」がある。
水辺の楽校に隣接する
自然体験交流センター「せせらぎ」



　
全
国
的
に
産
科
・
小
児
科
医
の
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、
長
野

県
内
の
産
科
・
小
児
科
も
危
機
的
な

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

産
科
・
小
児
科
の
病
院
勤
務
医
は
、

３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
診
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。医
師
不
足
が
加
速
し
、

各
地
で
病
院
の
維
持
が
困
難
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。２
０
０
４
年
１
月
に
、

救
急
車
を
受
け
入
れ
る
病
院
の
産
科

医
は
、
県
内
で
１
０
０
人
い
ま
し
た

が
、
２
０
０
７
年
末
に
は
、
73
人
し

か
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
中
に

は
、
さ
ら
に
70
人
を
下
回
る
見
通
し

で
す
。
そ
の
た
め
、
里
帰
り
分
娩
の

制
限
を
行
わ
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な

い
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
地
域
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
産
婦
人
科
・
小
児
科
の
受
診
は
、

　
ま
ず
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
へ

　
産
婦
人
科
・
小
児
科
を
受
診
す
る

場
合
は
、
ま
ず
地
域
に
あ
る
か
か
り

つ
け
医
の
診
療
所
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
入
院
や
精
密
検
査
が
必
要
な
場

合
は
、
速
や
か
に
病
院
や
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

妊
娠
の
確
認
も
同
様
で
、
分
娩
を
病

院
で
希
望
す
る
場
合
は
、
適
切
な
時

期
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
機
関
の
役
割
分
担
が
重
要
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

休
日
昼
間
の
産
婦
人
科
受
診

　
ま
ず
、
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る

　
当
番
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

休
日
・
夜
間
の
小
児
科
受
診

ま
ず
は
、小
児
救
急
電
話
相
談（
短

　
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
８
０
０
０
）
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

あ
づ
み
の
楽
校
～
春
休
み
～

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

は
、春
休
み
も
イ
ベ
ン
ト
満
載
で
す
。

■
期
間
　

３
月
15
日
（
土
）
～
４
月
６
日
（
日
）

■
内
容
　『
手
づ
く
り
パ
チ
ン
コ
体

験
』『
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
体
験
教
室
』『
サ
ク
ラ
の
植
樹
体

験
』
な
ど
、
歳
時
記
イ
ベ
ン
ト
『
や

し
ょ
う
ま
づ
く
り
』『
ひ
な
ち
ら
し

寿
司
づ
く
り
』（
材
料
費
２
０
０
円
・

事
前
申
込
可
）
な
ど
も
行
い
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
第
３
回
安

曇
野
風
景
写
真
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の

作
品
展
覧
会
も
行
い
ま
す
。
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
も
再
登
場
し
ま
す
。
詳
し
い

日
程
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
開
園
時
間

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

■
入
園
料
　
大
人
４
０
０
円

　
　
　
　
　
小
人
80
円

※
幼
児
無
料
、
団
体
割
引
あ
り

問
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　（
TEL 

71
・
５
５
１
１ 

FAX 

71
・
５
５
１
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　http://w
w

w
.azum

ino.go.jp/

「
あ
づ
み
の
」
で
検
索
！

　
菊
作
り
（
大
菊
三
本
立
）
講
習
会

　
あ
づ
み
野
秋
香
会
で
は
、
安
曇
野

市
文
化
協
会
の
協
賛
で
、
菊
づ
く
り

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
古
く
か
ら

日
本
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
菊
づ
く
り

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
　
安
曇
野
市
お
よ
び
近
隣
愛
好
者

■
講
習
期
間
　

４
月
～
10
月
ま
で
の
月
１
回

■
場
所
　
碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

■
受
講
料
　
無
料

■
募
集
人
員
　
先
着
20
人

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

あ
づ
み
野
秋
香
会
代
表 

川
村
さ

ん
（
TEL 
82
・
３
０
８
２
）

　
第
２
回
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
安
曇
野
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ふ
る
さ
と
づ
く

り
応
援
団
安
曇
野
支
部
で
は
、
安
曇

野
の
原
風
景
を
巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
２
回
目
の

今
回
は
、
穂
高
の
等
々
力
地
区
の
ワ

サ
ビ
田
や
道
祖
神
な
ど
の
水
辺
を
巡

り
歩
き
、
三
角
島
や
等
々
力
城
址
な

ど
に
ま
つ
わ
る
隠
れ
た
魅
力
や
歴
史

を
再
発
見
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
　
３
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
集
合
～
正
午
解
散

■
集
合
場
所
　
等
々
力
本
家
前
駐
車
場

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ふ
る
さ
と
づ
く  

り
応
援
団
安
曇
野
支
部
事
務
局

　（
TEL 

81
・
１
３
２
５ 

FAX 

81
・
１
２
８
０
）

　
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

　
推
進
標
語

　
国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８
月
を

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年

度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標

語
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
テ
ー
マ
　
道
路
は
国
民
共
有

の
あ
な
た
の
財
産
で
す
。（
み
ん

な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、

共
に
楽
し
く
利
用
し
、
子
孫
に
受

け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
）

■
応
募
資
格
　
小
学
生
以
上

■
応
募
方
法
　
郵
便
は
が
き
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
も
の
と

し
ま
す
。
応
募
作
品
は
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
が
、
１
人
何
作

品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
郵
便
は
が
き
の
場
合

・
応
募
は
が
き
（
50
円
切
手
貼
付
必

要
）
ま
た
は
官
製
は
が
き
１
枚
に

つ
き
、
標
語
１
点
と
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職
業

（「
小
・
中
学
生
」、「
学
生
（
高
校

生
以
上
）」、「
一
般
」
の
別
）
を

記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
に
よ
る
応

募
の
場
合

h
ttp

s://ssl.jo
lls.co

.jp
/h

y
o
u
g
o
/

in
d
ex

.h
tm

l

に
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
い
。

■
発
表
方
法
　
入
賞
者
に
は
、
直
接

通
知
し
、
機
関
紙
等
に
掲
載

■
応
募
期
限
　
３
月
31
日
（
月
）

（
当
日
必
着
）

■
応
募
先

〒
１
１
０
‐
０
０
０
３

　
東
京
都
台
東
区
根
岸
２
‐
19
‐
25

ル
ー
ト
根
岸
ビ
ル

道
路
広
報
セ
ン
タ
ー
平
成
20
年
度

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」推
進
標
語

募
集
係
あ
て

問
国
土
交
通
省
道
路
局

　
道
路
交
通
管
理
課

　（
TEL 

03
・
５
２
５
３
・
８
１
１
１

　
内
線
３
７
４
２
３
）
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皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
で
地
域
医
療
の
崩
壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
～

　
す
こ
や
か
な
妊
娠
と
出
産
の
た
め
に

公開講座

「地域の病院から産婦人科医・小児科医がいなくなる日」
～松本地域出産・子育て安心ネットワーク構築に向けて～

◆日時　　３月２２日（土）　午後１時３０分～

◆場所　　長野県松本合同庁舎　講堂

◆その他　入場無料（事前の申し込みなどは不要です）

※ただし、託児の用意があります。（利用する場合は事前申し込みが必要です）

◆問い合わせ　松本保健所（TEL40・1937）

入札契約・結果（平成20年1月分）

工事名 工事箇所 請負者 請負代金

龍門渕公園運動広場　照明灯改築工事 明科龍門渕公園運動広場 アイネット・有賀電気工事特定建設共同企業体 60,795,000

安曇野市三郷農林漁業体験実習館改修工事（ファインビュー室山） ファインビュー室山 ㈱岡谷組　安曇野営業所 17,010,000

市道新設改良事業　市道有明１１１５号線改良工事 穂高有明 ㈲林屋組 7,665,000

堀金小学校　普通教室整備工事 堀金小学校 横山建設㈱ 7,455,000

（国補・市単）公共下水道関連　路面復旧（柏原倉庭工区）工事 穂高柏原 ㈲堀内組 6,825,000

（交付金）　公共下水道熊倉南　幹線第２工区管渠工事 豊科高家 ㈲岩渕組 5,460,000

（国補）　公共下水道関連　道路占用路面復旧（豊科中部５９６号線）工事 豊科高家 ㈱ワークメイト 5,355,000

（国補）　公共下水道関連　道路占用路面復旧（豊科北部１２４号線）工事 豊科田沢 ㈲藤原興業 4,221,000

旧新屋教職員住宅　解体工事 穂高有明 ㈱武井建設 3,654,000

（単位：円）

県内の分娩扱い施設数
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情報ボックス
Information Box　  

本庁舎（☎71・2000　FAX71・5000）　豊科総合支所（☎72・3111　FAX72・8340）　穂高総合支所（☎82・3131　FAX82・6622）　三郷総合支所（☎77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（☎72・3106　FAX72・4900）　明科総合支所（☎62・3001　FAX62・4747）　穂高健康支援センター（☎81・1622　FAX81・0703）
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安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

友
の
会

　
12
の
部
会
で
構
成
。

◎
講
座
を
開
催
す
る
部
会

　（
押
絵
部
）
毎
月
第
１
土
曜

　（
植
物
画
部
）
毎
月
第
２
・
４
水
曜

　（
刺
し
ゅ
う
部
）毎
月
第
２
・
４
火
曜

　（
絵
手
紙
部
）
毎
月
第
１
・
３
火
曜

　（
郷
土
史
部
）
毎
月
第
４
土
曜

※
開
催
日
は
変
更
の
可
能
性
有

◎
展
覧
会
を
開
催
す
る
部
会

　（
美
術
部
）（
書
道
部
）（
写
真
部
）

　（
水
墨
画
部
）

◎
自
然
と
遊
ぶ
・
学
ぶ
部

（
山
草
部
）
展
示
会
、
苗
交
換
、
栽

培
講
習
会
な
ど
の
活
動

（
さ
く
ら
そ
う
部
）
展
示
会
、
苗
交

　
換
、
栽
培
講
習
会
な
ど
の
活
動

（
自
然
部
）自
然
探
訪
会
な
ど
の
活
動

■
会
員
特
典

①
入
館
料
無
料

②
友
の
会
事
業
（
研
修
旅
行
な
ど
）

　
へ
の
参
加
・
情
報
提
供

■
年
会
費
　
１
部
会
１
、
０
０
０
円

■
申
し
込
み
　
複
数
の
部
会
の
入
会

も
可
。
博
物
館
内
友
の
会
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
郷
土
博
物
館

　（
TEL 

FAX�

72
・
５
６
７
２
）

安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館

友
の
会

■
会
員
特
典

①
常
設
展
、
特
別
展
の
観
覧
が
無
料

②
友
の
会
の
各
種
活
動
（
絵
画
教
室
・

読
書
会
・
バ
ラ
研
究
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

研
修
旅
行
・
音
楽
会
な
ど
）へ
の
参
加

③
美
術
館
の
各
種
講
座
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
へ
の
参
加

④
「
友
の
会
会
報
」
の
無
料
配
布 

⑤
友
の
会
、
美
術
館
事
業
の
定
期
的

な
情
報
提
供

■
年
会
費

　
個
人
会
員
　
　
　
３
、０
０
０
円

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
　
６
、０
０
０
円

　
学
生
会
員
　
　
　
２
、０
０
０
円

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
は
、
同
居
の
家

族
全
員
が
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
入
会
金

　
個
人
・
学
生
　
　
１
、０
０
０
円

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
　
２
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
美
術
館
友
の
会
事
務
局

　（
TEL 

73
・
５
６
３
８ 

FAX 

73
・
６
３
２
０
）

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

友
の
会

■
会
員
特
典
　

①
常
設
・
企
画
展
の
観
覧
が
無
料

②
グ
ッ
ズ
割
引

③
友
の
会
・
美
術
館
広
報
の
無
料
配
布

④
友
の
会
主
催
の
催
し
物
へ
の
優
先

　
的
な
参
加

■
年
会
費
　

一
般
会
員
　
　
　
２
、０
０
０
円

会
員
家
族
　
１
人
１
、０
０
０
円

賛
助
会
員
　
　
　

１
口
２
万
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
美
術
館
友
の
会
事
務
局

　（
TEL 

81
・
３
０
３
０ 

FAX 

82
・
０
５
５
１
）

臼
井
吉
見
文
学
館

友
の
会

■
会
員
特
典

①
入
館
料
無
料

②
文
学
館
主
催
の
講
演
会
・
研
修
会

　
へ
の
案
内
お
よ
び
刊
行
物
配
布

③
会
員
同
伴
者
は
１
名
様
の
み
入
館

　
料
が
割
引

■
年
会
費

　
個
人
会
員
　
　
　
２
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
臼
井
吉
見
文
学
館
事
務
局

　（
TEL 

72
・
５
７
９
６ 
FAX 

72
・
５
８
０
１
）

田
淵
行
男
記
念
館

友
の
会

■
会
員
特
典

①
入
館
料
無
料

②
記
念
館
グ
ッ
ズ
の
割
引
ほ
か

■
年
会
費

　
一
般
会
員（
個
人
）３
、０
０
０
円

　
家
族
会
員
　
　
　
５
、０
０
０
円

〔
部
会
〕
部
会
に
所
属
し
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
写
真
部
会
　
年
２
～
３
回
の
例
会
・

　
撮
影
会
を
行
い
、展
覧
会
を
開
催

◎
「
む
し
の
会
」
部
会
　
原
則
家
族

会
員
対
象
。
毎
月
第
２
土
曜
日
を

中
心
に
小
中
学
生
の
親
子
を
対
象

に
し
た
昆
虫
の
観
察
会
を
開
催
。

　
第
１
回

　
む
し
の
会 

自
然
観
察
会

・
日
時
　
４
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

・
内
容
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

　
記
念
館
周
辺
で
自
然
観
察
会

・
申
し
込
み
　
受
講
す
る
に
は
、
家

族
会
員
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。４
月
６
日（
日
）
ま
で
に
記

念
館
窓
口
に
年
会
費
５
、
０
０
０

円
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
田
淵
行
男
記
念
館

　（
TEL� 

FAX 

72
・
９
９
６
４
）

市
の
博
物
館
施
設

友
の
会
の
ご
案
内


